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四
、
苦
U
ん
で
い
る
家
庭
や
、
こ
ま

っ
た
こ
と
が
起
っ
た
と
き
は
、
お
た

が
い
に
助
け
あ
い
、
は
げ
ま
し
あ
い

　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
－
十
二
月
投
句
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

満
ち
来
る
も
の
無
く
枯
川
に
石
を
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

退
院
の
女
明
る
し
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

雪
道
の
荷
を
背
負
い
て
も
影
一
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

熱
の
ま
ぶ
た
へ
冬
陽
レ
モ
ン
の
色
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

小
用
に
起
き
て
間
わ
る
』
雪
の
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

冬
空
は
鈍
し
架
橋
の
人
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

笹
の
雪
風
の
油
断
を
積
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

人
も
銭
も
流
れ
る
流
れ
る
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

落
葉
し
て
山
容
牙
々
と
見
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
声

木
枯
に
宿
定
ま
ら
す
タ
鴉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

せ
N
ら
ぎ
の
た
い
て
夜
あ
け
の
雪
つ

も
り
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

返
り
咲
く
あ
や
め
を
溝
に
鉄
路
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

よ
ぱ
わ
れ
し
里
の
一
夜
の
ふ
す
ま
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ

す
く
み
居
る
蜂
に
す
ま
ぬ
小
屋
崩
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

マ
フ
ラ
か
ら
衿
に
た
も
と
に
帳
か
な

灘鍵灘鱒

父
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名

俊
子
善
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思

　
　
　
政

　
　
　
福
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白
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服
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飯
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マ
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ト
シ
エ
（
ニ
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通
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｛
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寵
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部
一

回
　
　
㎜

月
価
㎜

毎
定
一
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農
業
振
興
と

後
継
者
の
育
成

　
中
里
村
内
の
中
学
卒
業
者
及
び
高

校
卒
業
者
の
農
家
の
後
継
者
は
こ
こ

数
年
二
十
％
前
後
で
百
戸
の
う
ち
後

継
者
が
い
る
農
家
は
二
十
戸
程
度
で

残
り
の
八
十
戸
は
後
継
者
の
い
な
い

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
、
か
あ

ち
ゃ
ん
の
い
わ
ゆ
る
三
ち
ゃ
ん
農
業

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
達
が
農
業
の

主
体
で
あ
る
た
め
従
来
と
同
じ
耕
地

面
積
で
あ
っ
て
も
農
業
生
産
力
は
低

下
し
村
及
び
県
は
勿
論
の
こ
と
、
個

個
の
農
家
で
も
農
業
経
営
に
大
き
な

支
障
を
き
た
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で

村
で
は
若
い
人
達
が
希
望
を
も
っ
て

農
業
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
村
の
総
面
積
の
約
八
十
％
を
し
め

る
未
開
発
の
山
林
を
開
発
す
る
以
外

に
な
く
、
こ
れ
ら
未
開
発
の
土
地
の

積
極
的
な
開
発
こ
そ
が
、
中
里
村
の

将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
一
環
と
し
て

昭
和
四
十
年
か
ら
県
営
開
拓
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
に
よ
る
清
津
川
右
岸
段
丘

地
の
開
発
を
す
＼
め
、
昭
和
四
十
五

年
に
は
こ
れ
が
完
成
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
完
成
さ
れ
る
と
一
戸
当
り
の

平
均
水
田
面
積
は
約
一
・
八
診
程
度

と
な
り
、
機
械
化
一
貫
作
業
体
系
に

よ
る
省
力
化
と
、
高
度
の
農
業
技
術

が
要
求
さ
れ
る
事
に
な
る
。
ま
た
現
画
が
着
実
に
村
民
の
手
で
経
営
さ
れ

在
計
圃
調
査
中
の
苗
場
山
麓
開
発
構
所
得
の
増
大
を
図
ら
れ
明
る
い
豊
か

想
も
進
ん
で
お
り
、
こ
の
事
業
の
中
な
農
村
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

・
で
水
田
化
に
適
し
た
約
三
百
診
を
水
る
。

由
に
す
る
事
と
、
標
高
七
百
赫
以
上
　
　
こ
れ
を
単
な
る
構
想
に
終
ら
せ
る

で
比
較
的
緩
傾
斜
地
の
放
牧
に
適
地
か
ど
う
か
は
次
代
を
担
う
後
継
者
の

詫
墾
轟
難
謬
讐
、
人
の
意
欲
に
あ

と
言
う
計
画
で
あ
り
、
ま
た
標
高
七
◇
中
里
村
農
業
後
継
者
対
策

百
層
以
内
に
は
開
畑
の
適
地
千
六
百
　
　
　
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

診
が
あ
り
、
こ
れ
を
村
の
農
業
振
興
　
〔
趣
旨
〕

計
画
と
併
行
し
て
推
進
し
、
今
後
の
　
　
第
一
条
　
中
里
村
の
農
業
者
又
は

中
里
村
の
農
林
業
の
飛
躍
的
進
展
を
農
業
後
継
者
が
農
業
を
経
営
し
、
又

構
想
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
は
今
後
経
営
す
る
に
当
り
、
こ
れ
ら

れ
ら
の
生
産
基
盤
を
村
が
造
成
し
て
の
者
が
当
面
し
て
い
る
間
題
点
等
に

も
農
業
の
担
い
手
が
確
保
さ
れ
な
け
っ
い
て
相
談
に
応
じ
、
こ
れ
が
解
決

れ
ぱ
今
後
の
農
業
経
営
上
大
き
な
支
に
努
め
も
っ
て
経
営
の
安
定
を
図
り

障
を
来
た
す
こ
と
は
当
然
で
あ
る
の
明
る
い
農
村
の
建
設
に
寄
与
す
る
た

で
村
ご
は
今
後
農
業
に
従
事
す
る
人
め
農
業
後
継
者
対
策
相
談
コ
ー
ナ
ー

達
を
確
保
す
る
た
め
に
、
そ
の
人
達
を
設
置
す
る
。

の
相
談
相
手
に
な
ろ
う
と
言
う
こ
と
　
〔
設
置
場
所
〕

か
ら
定
期
的
に
農
業
後
継
者
の
相
談
　
　
第
二
条
　
農
業
後
継
者
対
策
相
談

所
を
四
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
開
設
　
コ
ー
ナ
ー
は
、
中
里
村
役
場
内
に
設

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
優
れ
た
け
る
。

農
業
の
後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
、
　
〔
相
談
員
〕

　
「
国
、
県
」
で
行
う
比
較
的
長
期
の
　
　
第
三
条
　
相
談
に
応
す
る
た
め
、

研
修
会
、
講
習
会
に
参
加
す
る
に
必
・
次
の
中
か
ら
相
談
員
に
村
長
が
委
嘱

要
な
費
用
を
予
算
の
範
囲
内
で
村
が
す
る
。

補
助
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
計
中
里
村
職
員
、
学
識
経
験
者

〔
運
営
〕

　
第
四
条
　
中
里
村
農
業
後
継
者
対

策
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
は
産
業
課

長
が
担
当
す
る
も
の
と
し
、
方
法
は

次
の
区
分
に
よ
る
。

定
時
相
談
、
移
動
相
談

〔
相
談
事
項
〕

　
第
五
条
相
談
事
項
は
、
農
業
経

営
及
び
農
家
生
活
全
般
に
わ
た
る
も

の
と
す
る
。

〔
相
談
事
項
の
申
込
〕

　
第
六
条
　
相
談
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
随
時
文
書
又
は
口
答
も
し

く
は
電
話
等
で
相
談
を
受
け
よ
う
と

す
る
こ
と
が
ら
を
申
し
出
る
も
の
と

す
る
。

〔
相
談
の
方
法
〕

　
第
七
条
　
相
談
を
受
け
た
時
は
、

そ
の
内
容
を
検
討
し
、
軽
易
の
も
の

に
つ
い
て
は
口
答
も
し
く
は
電
話
又

は
文
書
を
も
っ
て
口
答
し
、
そ
の
他

の
も
の
に
つ
い
て
は
予
め
日
時
を
通

知
し
て
面
接
等
に
よ
り
相
談
に
応
す

る
も
の
と
す
る
。

〔
亭
務
の
整
理
〕

　
第
八
条
　
産
業
課
長
は
相
談
受
付

票
に
よ
り
相
談
者
の
住
所
氏
名
相
談

の
内
容
並
び
に
借
置
の
概
要
、
そ
の

他
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
録
し
て

お
く
も
の
と
す
る
。

〔
秘
密
の
保
持
〕

　
第
九
条
　
相
談
を
受
け
た
事
項
に

つ
い
て
特
に
個
人
の
秘
密
に
関
す
る

事
項
は
こ
れ
を
他
に
洩
ら
し
て
は
な

ら
な
い
。

〔
実
施
時
期
〕

第
十
条
中
里
村
農
業
後
継
者
対

策
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
昭
和
四
十
三
年

一
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

◇
中
星
村
後
継
者

　
　
　
補
助
金
交
付
嬰
綱

〔
趣
旨
〕

　
第
一
条
本
村
は
、
農
業
に
従
事

す
る
有
能
な
後
継
者
の
育
成
を
図
る

た
め
、
次
条
に
定
め
る
者
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
農
業
後
継

者
補
助
金
（
以
下
「
補
助
金
」
と
い

う
）
を
交
付
す
る
も
の
と
し
、
そ
の

交
付
に
関
し
て
は
中
里
村
補
助
金
等

交
付
規
則
及
び
こ
の
要
綱
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

〔
補
助
金
の
交
付
対
象
者
〕

　
第
二
条
　
こ
の
要
綱
に
よ
る
補
助

金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

者
は
、
農
業
自
営
者
と
な
る
こ
と
を

志
望
し
、
近
代
的
農
業
経
営
を
実
践

体
得
す
る
た
め
、
村
長
が
別
に
定
め

る
研
修
機
関
に
お
い
て
長
期
研
修
し

農
業
の
後
継
者
と
な
る
青
少
年
と
す

る
。〔

補
助
金
の
額
及
び
交
付
の
時
期
〕

　
第
三
条
　
補
助
金
に
所
要
実
費
の

五
十
％
以
内
と
す
る
。

〔
補
助
金
交
付
の
申
請
）

　
第
四
条
補
助
金
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
研
修
補
助
金
交

付
申
請
書
を
研
修
を
受
け
よ
う
と
す

十
日
前
ま
で
に
村
長
に
提
出
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

〔
補
助
金
交
付
の
決
定
〕

　
第
五
条
　
村
長
は
、
前
条
の
申
請

書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か

に
交
付
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、

本
人
及
び
保
護
者
に
通
知
す
る
。
但

し
、
面
接
の
上
決
定
す
る
こ
と
も
あ

る
。〔

補
助
金
の
交
付
〕

　
第
六
条
補
助
金
は
研
修
の
修
了

後
に
交
付
を
原
則
と
す
る
。

　
二
、
補
助
金
の
変
付
を
受
け
た
者

は
、
す
み
や
か
に
受
領
証
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
終
了
証
明
書
の
提
出
〕

　
第
七
条
　
補
助
金
の
交
付
を
受
け

る
者
は
講
習
及
び
研
修
等
を
修
了
し

た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
機
関

の
長
の
発
行
し
た
修
了
証
明
書
を
村

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
補
助
金
交
付
の
停
止
及
び
返
還
〕

　
第
八
条
　
村
長
は
補
助
金
交
付
の

決
定
を
し
て
い
た
も
の
が
次
の
各
号

の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
補
助
金

の
交
付
を
停
止
し
、
又
は
既
に
交
付

し
た
補
助
金
の
返
還
を
命
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
但
し
、
本
人
の
願
出
に

よ
り
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り

で
な
い
。

一
、
研
修
態
度
が
不
良
と
認
め
ら
れ

る
場
合
。

二
、
研
修
生
と
し
て
の
資
格
を
失
っ

た
時
。

三
、
保
護
者
及
ぴ
本
人
の
連
署
で
辞

退
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
。

四
、
そ
の
他
村
長
が
研
修
生
と
し
て

不
適
格
者
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

〔
そ
の
他
〕

　
第
九
条
　
こ
の
要
綱
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
亭

項
は
、
村
長
が
別
に
定
め
る
．
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村
議
会
構
成
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
議
長
に
高
橋
熊
蔵
氏

　
改
選
後
、
初
の
村
議
会
は
、
去
る

十
一
月
二
十
四
日
開
か
れ
議
長
、
副

議
長
並
び
に
議
会
の
各
常
任
委
員
会

の
構
成
、
監
査
委
員
な
ど
議
会
人
事

を
次
の
と
お
り
決
め
た
。

議
長
　
　
　
　
高
橋
熊
蔵

副
議
長

南
雲
士
口
之
助

｝一
◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
上
村
賢
造

　
副
委
員
長
　
　
　
　
南
雲
　
武
雄

　
委
員
　
小
林
豊
政
、
阿
部
正
寿

輯
◎
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
桑
原
寛
平

　
副
委
員
長
　
　
　
　
広
田
　
耕
作

　
委
員
　
山
本
芳
治
、
根
津
三
郎

◎
農
業
経
済
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
冨
井
　
博

　
副
委
員
長
　
　
　
　
冨
井
寿
美
雄

　
委
員
　
鈴
木
佐
十
郎
、
吉
楽
寛
三

　
　
　
　
南
雲
吉
之
助

◎
社
会
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
服
部
武
男

　
副
委
員
長
　
　
　
　
樋
口
　
省
三

　
委
員
　
江
口
平
五
郎
、
鈴
木
国
康

◎
監
査
委
員

江
口
平
五
郎

就
任
の
ソ
」
挨
拶

　
　
　
　
　
中
里
村
議
会
議
長
高
橋

　
先
般
の
村
議
会
議
員
齪
挙
に
よ
り

私
共
十
八
名
が
当
選
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
去
る
十
一
月
二
十
四

日
、
村
議
会
が
招
集
さ
れ
、
ば
か
ら

す
も
不
肖
私
が
考
え
て
も
み
な
か
っ

た
議
長
の
大
役
を
詫
お
せ
つ
か
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
熊
　
蔵

心
　
議
員
各
位
の
お
と
り
も
ち
に
対
し

一
ま
し
て
は
、
感
激
に
堰
え
ま
せ
ん
が

一
肇
才
、
し
か
差
生
奪

一
婁
す
の
で
、
遙
贅
の
器

一で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
　
重
ね
て
つ
よ

い
お
す
す
め
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

一
藷
状
を
畠
り
み
す
お
引
謬
い

た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
微
力
者
で

あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
努
力
し
た

い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
が
中
里
村
も
規
模
は
小
さ
い
な

が
ら
も
、
本
郡
の
中
心
地
で
、
将
来

は
観
光
資
源
の
面
に
お
い
て
も
、
産

業
開
発
の
面
に
お
い
て
も
、
水
利
の

関
係
か
ら
も
、
県
下
各
町
村
に
比
べ

て
優
位
に
あ
り
ま
す
こ
と
は
み
な
さ

ん
も
ご
存
知
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が

そ
の
た
め
、
村
政
に
も
な
に
か
と
大

き
な
問
題
が
前
途
に
あ
り
ま
す
こ
と

は
あ
ら
た
め
て
覚
悟
せ
ね
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
重
大
な
時
期
に

至
ら
な
い
議
長
で
は
不
足
の
こ
と
は

、
本
人
の
私
が
よ
く
承
知
し
て
葡
り

ま
す
が
、
不
足
の
点
は
議
員
各
位
、

誰
れ
彼
れ
の
別
な
く
気
軽
る
に
ご
相

談
申
し
あ
げ
、
お
た
づ
ね
も
で
き
得

る
身
分
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
議
員
各
位
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
、
円
満
で
一
層
平
和
な
村
づ
く
り

が
で
き
ま
す
よ
う
村
民
の
み
な
さ
ま

と
と
も
に
努
力
い
た
し
た
い
と
念

じ
て
お
り
ま
す
。
重
ね
て
申
し
上
げ

ま
す
が
き
わ
め
て
微
力
者
で
は
あ
り

ま
す
が
誠
心
誠
意
与
え
ら
れ
た
職
務

に
奉
仕
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
絶
大
な
る

ご
協
力
を
お
ね
が
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
五
回

健
康
家
庭
表
彰
式
行
な
わ
る

　
去
る
十
一
月
二
十
七
日
、
中
里
村

役
場
議
場
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険

主
催
の
も
と
に
健
康
家
庭
表
彰
式
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
表
彰
式
は
、
毎
年
一
回
行
な

わ
れ
る
も
の
で
今
任
五
回
目
を
む
か

え
た
わ
け
で
す
が
、
表
彰
さ
れ
る
規

定
は
、
年
間
国
民
健
康
保
険
の
加
入

世
帯
で
あ
っ
て
加
入
者
が
二
人
以
上

で
あ
る
こ
と
に
原
則
が
お
か
れ
、
医

療
費
の
か
＼
っ
た
額
が
一
人
当
り
五

百
円
以
内
で
あ
っ
て
、
保
険
税
の
完

納
さ
れ
て
い
る
世
帯
及
び
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
、
予
防
注
射
等
を
積
極
的
に

受
け
て
お
り
、
衛
生
思
想
の
良
好
で

あ
っ
た
世
帯
を
基
準
に
選
定
し
た
も

の
で
す
。
表
彰
さ
れ
た
世
帯
は
、
三

十
五
世
帯
で
内
訳
は
、
五
ヵ
年
表
彰

一
、
三
ヵ
年
表
彰
一
、
二
ヵ
年
表

彰
九
、
一
ヵ
年
表
彰
二
十
四
、
計
三

十
五
世
帯
で
す
。
な
お
表
彰
者
名
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
五
ヵ
年
表
彰
者

　
滝
沢
　
豊
茂
（
角
間
）

◇
三
ヵ
年
表
彰
者

　
南
雲
　
信
義
（
東
田
尻
）

◇
一
一
ヵ
年
表
彰
者

　
井
口
宗
平
（
上
山
）
井
ノ
川
三
之

助
（
田
中
〉
井
ノ
川
栄
（
田
中
）
上

原
松
太
郎
（
通
り
山
）
樋
口
徳
一

（
白
羽
毛
）
関
沢
甚
重
郎
ハ
倉
下
）

藤
ノ
木
ト
モ
イ
（
小
出
）
鈴
木
常
安

（
重
地
）
藤
田
捨
蔵
（
清
田
山
）

◇
一
ヵ
年
表
彰
者

村
山
和
夫
（
東
田
沢
）
広
田
松
吉

（
田
中
）
樋
口
道
雄
（
干
溝
）
阿
部

松
義
（
高
道
山
）
山
田
由
太
郎
（
東

田
尻
）
鈴
木
定
親
（
重
地
）
山
田
久

清
（
清
田
山
）
阿
部
九
蔵
（
本
屋

敷
）
南
雲
喜
市
（
堀
ノ
内
）
南
雲
道

太
郎
（
堀
之
内
）
山
田
常
松
　
（
宮

中
）
鈴
木
兼
政
（
原
町
）
大
島
今
朝

一
（
新
里
）
井
ノ
川
正
平
（
上
山
）

広
田
常
司
（
干
溝
）
冨
井
虎
好
（
荒

屋
）
山
田
義
成
（
山
崎
）
上
原
千
万

夫
（
鷹
羽
）
樋
ロ
シ
ゲ
ル
（
西
田

尻
）
藤
ノ
木
秀
信
（
小
出
）
山
本
一

（
小
出
）
山
本
寛
一
（
小
出
）
大
島

秀
雄
（
芋
川
新
田
）
南
雲
清
二
（
芋
川
）

　
ヨ
お
し
ら
せ
ヨ

　
　
年
賀
交
換
会

　
公
民
舘
で
は
恒
例
の
新
年
々
賀
交

換
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

村
民
の
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
串
し
あ
げ
ま
す
。

踏
切
敷
板
の

　
　
　
　
　
一
時
仮
撤
去
に
つ
い
て

向
寒
の
み
ぎ
り
、
村
民
の
皆
様
方
し
ま
す
。

ま
す
ま
す
御
清
栄
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
い
よ
い
よ
飯
山
線
も
降
雪
に
直
…

面
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
例

年
の
通
り
国
鉄
で
は
鉄
道
除
雪
を
円

滑
に
行
う
た
め
、
踏
切
敷
板
の
一
時

仮
撤
去
を
行
な
い
鉄
道
輸
送
の
確
保

に
万
全
を
機
す
よ
う
準
備
が
始
め
ら

れ
ま
す
が
村
民
の
皆
様
方
に
次
に
記

す
こ
と
を
充
分
御
留
意
下
さ
い
ま
し

て
鉄
道
輸
送
の
確
保
と
踏
切
事
故
の

防
止
に
村
当
局
も
全
力
を
注
ぎ
ま
す

の
で
村
民
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い

▽
本
年
は
森
宮
野
原
駅
、
十
日
町
駅

に
大
型
排
雪
車
が
配
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
昨
年
度
の
排
雪
巾
員
よ
り

二
米
の
広
巾
が
排
雪
出
来
る
排
雪
車

で
排
雪
の
時
間
は
降
雪
状
態
に
よ
り

不
明
で
す
の
で
絶
対
に
鉄
道
を
歩
か

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
踏

切
敷
板
を
撤
去
し
ま
す
と
鉄
道
横
断

も
危
険
に
な
0
ま
す
の
で
充
分
注
意

し
横
断
し
て
下
さ
い
。

　
車
等
の
横
断
は
一
段
と
御
注
意
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
部
落
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
参

加
申
し
込
み
を
と
σ
ま
と
め
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
日
時
　
四
十
三
年
一
月
二
日
午
前

＋
時
よ
り
正
午
ま
で

◎
会
場
　
田
沢
小
学
校

◎
会
費
　
一
人
二
百
円

中
里
村
社
会
福
祉

事
業
に
と
ノ
’

　
中
里
村
福
祉
事
業
に
と
山
根
織
物

K
K
（
代
表
者
、
樋
ロ
キ
イ
y
よ
り

三
万
円
、
広
田
木
材
K
K
へ
代
表
者

広
田
一
政
）
よ
り
一
万
五
千
円
そ
れ

ぞ
れ
中
里
村
社
会
福
祉
亭
業
の
活
動

資
金
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
公
表
す
る
と
と
も
に
両
者
に

対
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
春
文
芸
原
稿

　
募
集

　
新
年
号
「
な
か
さ
と
」
に
文
芸
欄

の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
種
目
“
俳
句
、
短
歌
、
詩
、

　
随
筆
（
四
百
字
以
内
）
。

◎
題
U
自
由
。
な
る
べ
く
新
春
に
因

ん
だ
も
の
。

◎
〆
切
り
“
昭
和
四
十
三
年
一
月
四

日
ま
で
。

◎
応
募
方
法
“
用
紙
自
由
。
住
所
、
■

　
氏
名
、
年
令
明
記
の
上
、
中
里
村

公
民
舘
宛
。

　
訂
正
お
わ
び

　
本
紙
十
一
月
号
，
一
面
選
挙
結
果
で

高
橋
正
己
と
あ
る
の
は
、
滝
沢
正
己

の
誤
り
で
す
の
で
訂
正
翁
わ
び
い
た

し
ま
す
。

昭和42年1、2月15日とさカ、な（3）第139号（禦叢翻鶉）

清
津
川
右
山
厚

　
　
　
　
段
丘
地
開
発
順
調

　
　
　
　
程
島
で
ポ
ソ
プ
機
場
の
地
鎮
祭

清
津
川
右
岸
段
丘
地
区
開
拓
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
は
起
工
後
今
年
で
二
年

目
を
む
か
え
、
四
十
二
年
度
事
業
も

今
急
ビ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
年
度
事
業
は
昨
年
に
引
き
つ
マ
き

第
三
号
随
道
三
百
十
七
層
、
二
千
四

百
三
十
七
万
九
千
円
を
鹿
島
建
設
が

請
負
、
十
一
月
三
日
完
通
の
喜
び
を

見
た
。
こ
れ
と
同
時
に
東
田
尻
部
落

に
お
い
て
も
、
用
水
路
六
百
五
十
九

桝
、
三
千
二
百
万
円
を
丸
山
工
務
所

が
請
負
、
程
島
地
区
に
お
い
て
は
揚

水
機
場
と
機
械
施
設
の
一
部
二
千
七

百
六
十
一
万
五
千
円
を
鹿
島
建
設
が

請
負
、
白
羽
毛
地
区
に
お
い
て
送
水

管
七
百
五
十
六
齎
、
資
材
運
搬
道
路

千
四
百
三
十
層
、
五
千
三
百
七
十
九

万
八
千
円
を
富
井
組
が
請
負
、
そ
れ

ぞ
れ
工
程
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

る
。
な
か
で
も
送
水
管
は
直
径
九
百

ヂ
と
大
き
な
も
の
で
開
田
地
区
ま
で

の
全
揚
程
が
百
六
十
四
・
三
齎
と
東

洋
一
の
揚
程
を
誇
っ
て
い
る
。

　
去
る
十
一
月
十
一
日
程
島
で
、
鹿

島
建
設
担
当
の
揚
水
機
場
の
地
鎮
祭

が
地
元
関
係
者
多
数
出
席
し
行
な
わ

れ
た
。
同
機
場
は
三
百
三
十
九
・
八

診
の
開
田
に
必
要
な
揚
水
の
基
盤
を

築
く
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ク
レ

ー
ン
付
の
巾
九
・
五
麿
、
縦
二
十
五

麿
、
高
さ
八
齎
の
堂
々
た
る
も
の
で

あ
る
。

　
多
段
口
径
五
百
、
ジ
の
ボ
リ
ュ
ー
ト

ポ
ン
プ
（
千
三
百
五
十
K
W
）
二
台

が
九
百
四
十
五
万
円
で
設
置
さ
れ
る

が
、
四
十
四
年
度
に
は
　
一
台
が
運

転
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
本
年
度
は

八
・
二
八
水
害
の
た
め
、
県
農
地
事

務
所
技
術
者
が
水
害
地
へ
応
援
に

行
っ
た
た
め
、
工
事
の
起
工
が
一
部

遅
れ
て
い
た
が
、
今
は
順
調
に
進
め

ら
れ
て
お
り
四
十
三
年
侵
に
は
、
一

工
区
の
上
山
、
市
之
越
地
区
の
百
二

十
九
・
八
診
の
開
田
が
完
成
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
本
年
度
は
試
験
田
と
し
て
、
市
之

越
地
区
に
一
診
の
開
田
を
実
施
、
既

耕
地
、
未
懇
地
と
に
分
ら
れ
、
肥
料

の
割
合
、
表
土
扱
い
、
床
締
等
と
そ

れ
ぐ
試
作
さ
れ
た
が
、
三
百
三
十

九
℃
八
診
開
田
が
完
成
し
た
時
の
受

入
れ
態
勢
を
と
と
の
え
て
い
る
。

　
一
任
目
の
試
験
田
は
、
作
付
時
期

写真はll月10日程島で地元関係者が出席し

おこなわれた揚水機場の地鎮祭

臨
題
結
結
螢
鐸
九
キ
．
で
、
今
後
の
期
待
が

来
は
良
く
・
＋
ア
ル
当
り
・
週

　
　
日
赤
移
動
総
合
病
院
の
　
　
　
　
の
診
断
結
果
を
特
別
智
蘇
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
の
　
　
　
に
お
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
療
報
告
　
　
す
ね
下
さ
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
赤
中
里
分
区
　
◇
特
別
受
診
者
数

病
繋
難
麟
讐
嚢
韻
痂
餐
雛
．
鰻
酩
鯨
難
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

る
十
月
二
十
日
田
沢
中
学
校
寄
宿
．
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
な
お
自
分
名
、
皮
ふ
科
二
十
五
名
、
眼
科
三
十

八
名

◇
内
科
、
整
形
外
科
、
小
児
科

①
高
血
圧
症
が
圧
倒
的
に
多
く
従
っ

て
そ
れ
に
伴
う
脳
出
血
、
そ
の
後
遺

症
が
目
豆
つ
こ
と
。

②
農
作
業
に
よ
る
筋
肉
労
働
の
た
め

の
筋
肉
痛
、
関
節
症
状
が
次
に
多
か

っ
た
。

③
胃
症
状
を
訴
え
る
も
の
が
そ
の
次

に
多
か
っ
た
。

◇
総
評

　
ま
す
高
血
圧
に
対
す
る
対
策
、
次

に
農
夫
症
様
の
症
状
に
対
す
る
農
民

体
操
の
よ
う
な
も
の
を
行
う
こ
と
。

貧
血
を
有
す
る
者
多
く
、
今
後
簡
易

血
液
検
査
を
受
け
る
よ
う
願
い
た
い

◇
眼
科

①
近
視
、
老
視
5
眼
鏡
処
方
の
依
頼

が
多
く
あ
っ
た
。

②
慢
性
結
膜
炎
涙
管
狭
窄
～
眼
ヤ
ニ

が
出
る
、
涙
が
出
る
等
の
訴
え
が
多

く
あ
る
の
に
治
療
を
受
け
て
い
た
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

③
老
人
性
白
内
障
～
極
く
悪
い
者
は

少
な
か
っ
た
が
、
治
療
は
う
け
て
い

た
．
し
か
し
年
寄
だ
か
ら
眼
が
見
え

な
く
な
っ
た
と
考
え
て
治
療
を
受
け

な
い
も
の
が
あ
り
、
治
療
を
受
け
る

よ
う
願
い
た
い
。

◇
総
評

　
た
い
し
た
病
気
の
持
主
は
な
い
よ

う
で
あ
り
悪
い
と
思
わ
れ
る
者
は
一

応
治
療
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
が
、
老
人
に
は
治
療
を
進
め
て
も

年
寄
だ
か
ら
と
い
っ
て
治
療
を
受
け

．
る
気
の
な
い
も
の
も
い
た
。

◇
耳
鼻
咽
喉

耳
5
感
音
難
聴
に
対
す
る
治
療
の
あ

や
ま
り

鼻
～
老
人
の
副
鼻
洞
炎
の
悪
化
程
度

咽
喉
～
特
に
な
し

◇
総
評

　
記
入
さ
れ
た
以
外
特
に
な
し

◇
皮
ふ
科

小
児
の
湿
診
が
多
か
っ
た
。

年
末
と
年
始
の
防
犯

　
　
　
　
十
二
月
一
日
～
一
月
五
日

く
師
走
は
あ
わ
た
だ
し
さ
に
追
わ
れ

落
ち
着
か
な
い
も
の
で
す
。
郵
便
局

や
農
協
へ
の
貯
金
や
払
い
戻
し
も
頻

繁
に
な
る
。
と
に
か
く
十
二
月
は
、

葡
金
が
た
く
さ
ん
動
く
月
で
す
。
こ

ん
な
時
泥
棒
が
黙
（
、
て
み
て
い
る
は

す
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
き
巣
、
忍
込

み
、
ス
リ
、
な
ど
の
盗
難
事
件
が
多

く
な
り
ま
す
。
は
て
は
ユ
ス
リ
、
タ

カ
リ
、
強
盗
ま
で
働
く
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
ロ
む
　
は
こ
れ
に
　
え

て
　
　
な
む
　
を
し
ま
す
が
ヤ
お
　

か
け
前
や
．
お
や
す
み
前
に
必
す
戸

講
が
ー
な
一

締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
暴
力
犯
罪
の
防
止

　
人
の
弱
み
に
つ
け
こ
む
暴
力
犯
罪

み
ん
な
の
力
で
追
放
し
よ
う
。
被
害

は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
警
察
へ

届
け
て
下
さ
い
。

三
、
交
通
事
故
防
止

　
才
末
に
は
交
通
事
故
が
激
増
す

る
。
一
年
の
し
め
く
く
り
師
走
の
十

二
月
は
忙
し
さ
、
降
雪
に
よ
る
気
象

条
件
な
ど
の
た
め
悲
惨
な
交
通
事
故

が
増
加
し
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
っ

て
無
事
で
新
し
い
年
を
迎
え
て
下
さ

い
。

．
①
締
め
だ
そ
う
飲
酒
運
転

②
事
故
に
つ
な
が
る
過
労
運
転

③
安
全
速
度
は
あ
な
た
を
守
る

④
危
い
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
も
と

⑤
歩
行
者
自
ら
も
事
故
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う

四
、
少
年
非
行
防
止

　
学
期
休
み
に
多
い
少
年
の
非
行
、

子
供
達
に
と
っ
て
は
張
り
つ
め
た
学

期
末
試
験
も
終
り
、
待
ち
わ
び
た
楽

し
い
正
月
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

年
末
年
始
は
、
少
年
を
非
行
に
誘
う

環
境
が
多
く
な
り
ま
す
。
家
庭
の
放

任
、
職
場
の
無
理
解
な
ど
か
ら
非
行

化
さ
せ
な
い
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で
非

行
防
止
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

五
、
混
雑
事
故
防
止

　
二
年
ま
い
り
、
大
売
出
し
、
そ
の

他
の
催
物
な
ど
人
の
多
数
集
ま
る
と

こ
ろ
は
、
思
わ
ぬ
混
雑
事
故
が
発
生

す
る
も
の
で
す
。
お
年
寄
り
や
子
供

さ
ん
は
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。


